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北病棟チームカンファレンス記録

平成１９年　３月　１６日　（金）

司会　沢田　静子　　　記録　太田　和也
	阿　部
	スバベイ
	市　島
	沢　田
	藤　原

（英）
	紫　波
	滝　田
	工　藤
	荒木田
	佐々木（真）

	会議
	年休
	公休
	○
	公休
	欠勤
	準夜
	○
	深夜
	○

	本　田
	久保
	木　村
	加　藤
	太　田
	熊　野
	鶴ヶ崎
	村　越
	番　地
	下　平

	公休
	学校
	深夜
	○
	○
	準夜
	公休
	洗濯
	○
	外来

	佐藤
	田　村

（広）
	白　山
	
	
	
	
	
	
	

	○
	育休
	育休
	
	
	
	
	
	
	


※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

· 3/4、3/14のカンファ内での研修に参加したスタッフはアンケートを記載し、阿部G.O.Mのスタッフファイルに入れて下さい。期限は3/17です。

· 本日のオンコールが谷藤G.O.M、深夜チーフが沢田Nsに変更となっています。

＜患者様連絡事項＞

・本多　富美様～両肩の疼痛訴え、ナパゲルン軟膏処方となっています。日課・プログラムの参加状況や、疼痛の確認をしていきましょう。

・元沢　政治様～3/15弟様の面会があり、保護者選任、主治医面談について確認すると、息子様と相談をしていないとの事で相談後、連絡を下さるとの事です。

・井上　和美様～3/17　10：00～3/18　17：00までの外泊願いが出ており、許可下りています。帰院後は外泊中の様子や疲労感等、観察・確認していきましょう。

・沢田　三朗様～3/17　9：30～3/18　15：30までの外泊願いが出ており、許可下りています。帰院後の不調の訴えや日課の取り組み状況について観察・確認していきましょう。

＜家庭復帰、施設入所検討＞

・坂本　秀男様～以前は「退院したくない」と話されていましたが、現在は「退院して働きたい」たいと話すようになっています。担当スタッフは今後について話し合いを持ちましょう。

・沢田　三朗様～現在、家庭復帰に向け、外泊訓練・単独にて外出訓練（八戸市内）

を行っており、問題無く行えています。外泊訓錬は一泊二日で行っていますが、二泊等で期間を延ばしてはどうかと本人に話していますが、「体が馴染まない」と拒否しています。担当医よりご家族に情報提供し、ご家族から二泊という話しを進めてみてはどうか？」と話しがありました。ご家族来院時、情報提供していきましょう。

＜猪俣Ｄｒ診察報告＞

・日向端　庸男様～お盆以来面会はないが、「兄が２週間前に面会に来た」と話す事があります。記憶力、見当識の低下が考えられる為、発言の内容や頻度等の観察・確認をしていきましょう。又、日常生活能力を低下させないよう関わっていきましょう。

＜ＳＳＴミーティング＞

· Ａ、Ｃ、Ｄグループは短期目標のロールプレイ、Ｂグループは一週間の買い物時、困った事や交通ルールの確認をする事となっています。

＜勉強会＞

臨床倫理委員会の設置とその活用に関する指針（②本指針で使用する用語）を行っています。

2-1臨床倫理問題

日常の看護実践において看護職が直面する倫理問題は、医師の治療方針に関する事、治療方針や予後等を知らされていない患者・家族に関する事、安全管理と患者の尊厳に関する事、などをはじめとし、個人の言動や人間関係などに関するものから医療システムや先進医療に関するものまで多岐にわたる。これらは、『看護者の倫理綱領』や倫理原則などを行動の指針とすることだけで、回避もしくは解決することのできるものではない。

2-2臨床倫理委員会

臨床倫理委員会とは以下に示す５つの機能を持つ医療施設内の組織であり、看護職を含むその施設内外の複数の医療従事者などによって運営・活用されるものをいう。

1） 自施設内の倫理的方針の表明

2） 臨床倫理問題に関する指針などの作成

3） 臨床倫理問題に関する事例の相談対応

4） 研究・治療・治験の倫理的審査

5） 医療従事者に対する倫理教育


































